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［民法］ 

 

 以下の事例①と事例②のそれぞれにつき、（1）（2）の問いに答えなさい。なお、

解答にあたっては、民法以外の特別法は無視してよいものとする。 

 

 事例①： Ａは、2010 年６月１日、不動産業者Ｂとの間で、Ｂが所有する新築の分

譲住宅をＡが買い受ける旨の売買契約を締結し、当該建物のＡへの引渡し

と代金支払は同年６月末日とされた。 

 事例②： Ａは、2010 年２月１日、建築業者Ｂとの間で、Ａ所有の土地にＢが住宅

を新築する旨の建築請負契約を締結し、当該建物のＡへの引渡しと代金支

払は同年６月末日とされた。 

 

(1) 事例①において、2010 年６月 20 日に集中豪雨のために近くを流れる河川の堤

防が決壊し、当該建物が土台ごと流され全壊したとする。このとき、Ａは、Ｂに

対して、代金の支払を拒むことができるか。また、事例②においても、2010 年６

月 20 日、同様にしてＡが建築する完成間近の当該建物が全壊したとき、Ａは、

Ｂに対して、当該請負契約を解除して代金の支払を拒んだり、代金を増額するこ

となく建物の完成を請求することはできるか。 

 

(2) 事例①、事例②の両方ともに、2010 年６月末日にＡがＢから引渡しを受けた当

該建物が、その６カ月後、基礎部分に重大な不具合があったために傾きはじめ、

居住の用に供することができなくなったとする。このとき、事例①と事例②のそ

れぞれにおいて、Ａは、Ｂに対していかなる請求をすることができるか。 

 

【１００点】 

 


